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６月 17 日、18 日に開催した第 75 回文化祭は最高の賑わいとなった。これは

文化祭実行委員会をはじめとする生徒の皆さんの企画力・実行力の賜物である。

そして、学校を支えてくださった保護者や地域の方々に改めて感謝したい。 

湘南生が多様性を伸ばし磨く場としての文化祭は確実に進化している。来場

者は旬の湘南の味を存分に堪能したのではないか。 

 

常に人に優しくすること２ 「反射的に相手の立場に身を置く」 

岡本行夫さん（39回 1945年～2020年）は外交官、シンクタンク経営、首相

補佐官、ＭＩＴ国際研究センターシニアフェロー、執筆、メディアなど幅広く

活躍する中で「常に、反射的に、相手の立場に身を置く」人たちに何人も会っ

てきたという。 

まだ若かった岡本さんは一部上場企業の名社長に食事に誘われ、料亭に行っ

た当日は猛烈な豪雨でずぶ濡れで到着した。社有車で移動するから濡れていな

い社長から服を脱ぐように言われたものの岡本さんがズボンを脱ぐのを躊躇っ

ていると社長は「岡本さん、今日はズボン無しの宴会にしましょう」と濡れて

もいないズボンをさっさと脱いでパンツ姿になった。二人してタオルを腰に巻

いた宴会が終わるころには岡本さんの服は中居さんがアイロンをかけてくれ、

帰るころにはすっかり乾いていたという。社長は相手の立場に瞬時に身を置い

て「この若者は自分の前でズボンなど脱げないだろうな。じゃあ俺が脱いでや

ろう」。岡本さんはこのような非常に温かいヒューマニズムを国際人の条件に

挙げている。 

例えば、雨の日の藤沢本町駅からの通学路を大勢で歩く際、前方から対向す

る歩行者が来るかどうか確認できないとき「対向する歩行者がいて困っている

かもしれない」と想像して片側に身を寄せる湘南生の行動は国際人のものとい

えるのではないか。 

常に、反射的に、相手の立場に身を置く。明るい未来を願い、国際人として

活躍した偉大な先輩から若者への熱いメッセージである。 

（参考：岡本行夫講演録「日本にとって最大の危機とは？」文藝春秋） 



自分の中の弱さを知ってさらけ出すスキル 

JAPAN RUGBY LEAGUE ONEに所属する NTTドコモレッドハリケーンズ大阪で活

躍する栗原大介選手（83回）は高校３年間ではラグビーの本質のところまでは

迫れず、ここをこう崩してこういくというようなことが分かっていなかった。

このころのラグビーの面白さは No.８としてディフェンスを突破するとか相手

を振り切って走るとか、単純なことだったという。戦績は県大会ベスト８。３

年生のとき、国体の代表に選ばれ、神奈川代表が初優勝。試合に出てプレーし

たとき、自分では「結構やれているな」という感覚があり、今のまま終わりた

くない、もっとチャレンジしたい、と思うようになった。 

令和３年 10月 21日の神奈川新聞「県立湘南高校創立 100周年」の中で栗原

さんは大学時代にけがに苦しんだ経験を振り返り「後輩たちには、今の自分で

評価して将来を決めないでほしい（中略）自分の中の弱さを知ってさらけ出す

のは大事なスキルだと思う。弱いことは決して悪いことではない。」と述べて

いる。自分の中の弱さを知ってさらけ出すこと自体が強みになるということで

ある。生徒の皆さんは引き続き目先の結果にとらわれず、応援してくださる人

たちの笑顔や未来の社会を想像して突き進んでいただきたいと思う。 

（参考：NTT Communications RUGBY FOOTBALL CLUB インタビューシリーズ） 

 

Pursue your Dream with eternal Optimism「絶対にへこたれない」３ 

本校 28回生でノーベル化学賞を受賞した根岸英一先生の言葉です。 

Negishi Sayings（根岸語録） 

“Excel through proper kinds of competition.” 

People often forgot about competition except in sports or beauty 

contests. Competition provides one of the best means to attaining 

excellence. Our objective is not competition itself but excellence. 

「適切な種類の競争を通じて卓越する。」 

スポーツや美人コンテスト以外では、人々は競争のことを忘れがちです。 

競争は、卓越性を達成するための最良の手段の１つを提供します。私たちの目

的は競争そのものではなく、卓越性です。（「夢を持ち続けよう！」根岸英一著） 

競争は目的ではなく、自他の天分を見出すためにある。生徒の皆さんには絶

対にへこたれない心で最も困難な道に挑戦し、自らの天分を見出して発揮して

ほしい。 


